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賃貸借仕様書 

 

１．業務名 

病院情報インフラネットワークシステムの部分更新に係る賃貸借 

 

２．期間 

（１） 賃貸借期間 

令和９年６月１日～令和14年10月31日（65か月） 

なお、賃貸借期間終了後に、買い取り又は再リースする場合がある。また、買

い取りとする場合の残価については、発注者と受注者が協議して決定する。 

（２） 構築（設計・施工等）・設置期間 

契約締結日～令和９年５月31日 

 

３．支払条件 

毎月払いとする。 

 

４．調達先 

受注者は、病院情報インフラネットワークシステムをＮＥＣフィールディング株式会

社から調達するものとする。 

 

５．撤去 

リース期間満了後、調達物品の撤去については、当センターと日程等について事前協

議の上で行うこと。また、撤去に掛かる費用については本費用に含むものとする。なお

撤去するに当たり、記憶媒体を含む場合は、データを消去するものとし、消去したこと

を証する書類を発行すること。 

 

６．基本要件（非機能要件） 

（１） 既設のHISネットワークシステム及び情報系ネットワークシステム（以下「既

設ネットワーク機器」という。）上に、無線AP（HIS系及び情報系）、PoEスイ

ッチ（HIS系）、認証サーバ（HIS系）及びリモートメンテナンス用認証機器

（HIS系）を追加すること。 

（２） 受注者は、現行の設定を踏襲し機器の追加を行い、ネットワークの円滑な稼動

を図ること。 

（３） 既設ネットワーク機器との連携について疎通確認を実施すること。 

（４） 現行の電子カルテベンダーと連携し、現在稼働している電子カルテシステムへ

の影響を最小限にとどめる方策を提示すること。 
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（５） 障害発生時にネットワーク全体へ影響が及ばないように、障害による影響範囲

が極力小さくなるように環境を構築すること。 

（６） 本調達に際し、原則として、厚生労働省の医療情報システムの安全管理に関す

るガイドライン第7.0版に準拠することとし、当センターと受注者にて協議のうえ

設計構築を施すこと。また、本調達以降にガイドラインが改定された場合、当セ

ンターと受注者にて協議し対応すること。 

 

７．機能要件 

本調達のハードウェアとソフトウェアについて賃貸借期間中正常に稼働できるものと

すること。 

７―１．１ 無線アクセスポイント：導入場所 院内各所 

以下の要件を満たす機器を 137 台（136 台＋予備機 1 台）納入すること。 

７―１．１．１ インターフェース機能 

（１） 有線LANポートを2ポート以上搭載し、本装置の配下にパソコンを

カスケード接続可能であること。 

（２） 装置単体で100/1000/2.5G/5GBASE-Tのポートを2ポート以上搭載

していること。また、そのうち2ポート以上はIEEE 802.3at（Power 

over Ethernet +）に対応していること。 

７―１．１．２ ネットワーク機能 

（１） Wi-Fi規格及びIEEE 802.11a / 802.11b / 802.11g / 802.11n / 

802.11ac / 802.11axに準拠していること。 

（２） IEEE 802.11k（Radio Resource Measurement of Wireless LANs）、

IEEE 802.11r（Fast Basic Service Set Transition）、IEEE 802.11v 

（Basic Service Set Transition Management Frames）に準拠したFast 

Roamingに対応していること。IEEE 802.1Qに準拠したVLANが設定

可能なこと。 

（３） 2.4GHz/5GHz帯の同時使用に対応していること。 

（４） 2.4GHz帯は4空間ストリーム、5GHz帯は8空間ストリームに対応し

ていること。 

（５） レーダー波を検知した場合、即座に候補のチャネルへと切り替え、

通信を再開できるZero Wait DFS機能を有すること。 

７―１．１．３ ハードウェア機能 

（１） 設定によりLEDを常時消灯させる機能を有すること。 

（２） PoEスイッチとACアダプターの両方を同時に接続することにより、

電源の冗長化が可能なこと。 

（３） 外形寸法は200（W）×240（D）×45（H）mm（突起部含まず）
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以下であること。 

（４） 天井・壁にレイアウト可能な専用のブラケットに対応しているこ

と。 

（５） 最大消費電力が24W以下であること。 

（６） 筐体の質量は1.2kg以下（ブラケット含まず）であること。 

７―１．2 PoEスイッチ：導入場所 院内各所 

以下の要件を満たす機器を４台納入すること。 

７―１．2．１ インターフェース機能 

（１） 装置単体で10/100/1000BASE-Tのインターフェースを48ポート以

上有すること。 

（２） 装置単体でSFPスロットを4つ以上有すること。 

（３） IEEE 802.3z 1000BASE-LX/SX、IEEE 802.3ab 1000BASE-T、IEEE 

802.3ah 1000BASE-BX10に準拠したSFPを搭載可能なこと。 

７―１．2．２ ネットワーク機能 

（１） 装置単体でIEEE 802.1Qに準拠した4,094以上のVLANを設定可能な

こと。 

（２） IEEE 802.1AX-2008 に準拠したLink Aggregation （static and 

dynamic） 機能を有すること。 

（３） 特殊フレームの送受信によりループを検出する機能に対応し、ルー

プを検出した場合には、ポートをリンクダウンさせるなど設定した動

作を自動実行可能なこと。 

（４） ループを検出した際の動作に付随して、ポートLEDを点滅させるこ

とにより、視覚的に知らせる機能を有すること。 

（５） 製品間で管理専用ネットワークを自動構成し、ネットワークの管

理・保守作業を効率化する機能を有しており、メンバーノードとして

動作可能であること。 

７―１．2．３ ハードウェア機能 

（１） ポート当たり30W以上、装置全体で740W以上のPoE給電が可能で

あること。 

（２） 筐体の質量は5.8kg以下であること。 

（３） 外形寸法は441（W）×359（D）×44（H）mm（突起部含まず）

以下であり、19インチラックに収容可能であること。 

（４） 最大消費電力が1100W以下であること。 

（５） 装置前面にUSBポート及びコンソールポートを各1つ以上有するこ

と。 

７―１．3 認証サーバ（HIS系）：導入場所 サーバ室 
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以下の要件を満たす機器を 2 台納入すること。 

７―１．３．１ インターフェース機能 

（１） ネットワークインターフェースとして、10BASE-T/100BASE-

TX/1000BASE-Tポートを4つ以上有し、サービス提供用インターフェ

ース、管理アクセス用インターフェース、冗長化時のデータ同期用イ

ンターフェースとして利用可能なこと。 

（２） DHCPサービスを提供するインターフェースを指定できること。 

（３） 管理用コンピュータと直接コンソール接続することで、システム情

報表示、設定の初期化、システムの停止及びアクセス制御の無効化が

できること。 

７―１．3．２ ネットワーク機能 

（１） RADIUS（Remote Authentication Dial In User Service）機能を有

し、ネットワーク機器等と連携し、認証システムを実現できること。 

（２） 認証方式として、PAP CHAP MS-CHAP MS-CHAPv2 EAP-MD5 

EAP-TLS EAP-TTLS（PAP/CHAP/MSCHAP/MSCHAPv2/EAP-

TLS/EAP-MSCHAPv2） EAP-PEAP（MS-CHAPv2/GTC/TLS）に

対応すること。 

（３） DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）サーバ機能を有

し、複数の異なるネットワークに対してIPアドレスの配付ができるこ

と。 

（４） ネットワーク認証サーバへの通信に対し、機器インターフェース、

プロトコル、送信先・送信元ネットワーク情報（IPアドレス、サブネ

ットマスク、ポート番号）の組合せにより、許可・拒否などの制御が

できること。 

７―１．3．３ ハードウェア機能 

（１） ソフトウェアとハードウェアが一体となったアプライアンス製品で

あること。 

（２） EIA規格 19インチラックに固定可能であること。ラック占有は1RU

以下であること。 

（３） 機器前面に液晶表示器を有し、ホスト名、IPアドレス、及びシステ

ムの稼働状況が確認できること。 

（４） 本体前面に起動/停止ボタンを有し、ボタン操作のみで安全にシステ

ムのシャットダウンを完了できること。 

７―１．4 リモートメンテナンス用認証機器（HIS系）：導入場所 サーバ室 

以下の要件を満たす機器を１台納入すること。 

７―１．４．１ 認証機能本サービスと連携する宅内装置を設置することで、Wi-Fi/VPN
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機器とのRADIUS認証連携が可能であること。 

（１） 宅内装置で利用できるRADIUS認証方式として、EAP-TLS、EAP-

TTLS、PAPに対応していること。 

（２） RADIUS認証において、本サービスで管理する利用者情報及び本サ

ービスで発行したクライアント証明書を利用できること。 

７―１．４．２ 管理機能 

（１） 本サービスの管理ページから、複数の宅内装置を一元的に管理でき

ること。 

（２） 本サービスの管理ページから、宅内装置の停止・再起動、ファーム

ウェアのアップデート、設定のバックアップ及びリストアを実施でき

ること。 

（３） 本サービスの管理ページから、宅内装置に関するログを閲覧及び管

理できること。 

７―１．４．３ 証明書管理機能 

（１） 証明書の失効状態を、OCSP 及び CRL により確認できること。 

（２） プライベート CA 機能を有し、X.509 version3 形式のクライアント

証明書及びサーバ証明書を発行できること。 

（３） 管理者が、不要となったクライアント証明書を任意のタイミングで

失効できること。 

７－２．ネットワーク機能要件 

（１） 障害検知の観点から、トラフィックや機器の異常等、ネットワークの障害発生

を検知し、記録できること。また、スイッチごとにログが取れること。 

（２） 障害検知の観点から、トラフィックや機器の異常等、ネットワークの障害発生

を検知し、記録できること。また、スイッチごとにログが取れること。 

（３） ネットワーク機器の設定情報はコアスイッチ又は管理サーバで一元的に管理で

きること。 

 

８．構築（設計・施工等）・設置要件 

（１） 当センターの担当者と協議のうえ、ネットワークシステムの設計を行うこと。

また、既設ネットワーク機器と整合性を取った構成図（論理構成図及び物理構成

図を含む。）、基本設計書、詳細設計書、導入計画書、試験報告書等の設計図書

を作成すること。 

（２） 障害時に対応するための操作手順書（無線アクセスポイント交換手順書、スイ

ッチ製品交換手順書『AMF』、ループガードアクション解除手順書、インフラサ

ーバ操作手順書）を必要に応じて改訂すること。加えて、認証サーバ簡易操作手

順書を新規作成すること。 
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（３） 受注者は、契約締結後速やかに本調達の確実な実施を担保するためのプロジェ

クト体制を整えるものとし、プロジェクト体制表の作成に当たっては、作業責任

者、役割、連絡先を明確にすること。また、プロジェクト体制表を作成後、当セ

ンターへ速やかに提出し、承認を得ること。 

（４） 工程毎の日程や提出物を定義した工程表を契約締結後速やかに作成し、当セン

ターの承認を得ること。 

（５） 本業務の進捗状況や業務遂行に当たっての課題、懸念事項をまとめるため、受

注者は、全体プロジェクト会議を設置すること。会議後はその内容をまとめ当セ

ンターに報告すること。 

（６） 関連する電子カルテ、部門システム等との仕様や日程調整等が必要となった場

合は当センターと調整のうえ、他システム担当側を含めた打合せを適宜実施する

こと。 

（７） 導入作業や現行ネットワークからの入れ替え作業を行う際は、可能な限り業務

システムへの影響や、利用者への負担がかからないように休日又は平日夜間帯に

作業を行うこと。また、導入機器の搬入設置作業や、設置場所でのシステム設計

構築作業は、当センターと協議のうえ、安全かつ効率的に作業を行うこと。 

（８） ネットワークシステム構築及び移行に際し、ネットワークの停止を伴う場合に

は、事前に充分当センターと協議を行い、休日又は平日夜間帯に、最短の停止時

間で行うこと。 

（９） 本調達に伴い、無線AP及びPoEスイッチの増設に必要となる幹線配線及び支線

配線を実施すること。幹線配線は、病院棟及び管理棟既設のアグリゲーションス

イッチから各PoEスイッチ設置箇所までの配線を行うものとし、支線配線は、増

設する無線AP設置箇所までの配線を行うこと。 

（10） 増設するPoEスイッチは、病院棟１階、病院棟２階、病院棟地下１階及び管理

棟３階に設置すること。また、各機器の設置に当たっては、当センターと設置場

所、電源、ラック搭載位置等を協議のうえ、安全かつ確実に作業を行うこと。 

（11） 無線APは、病棟、管理棟及び重粒子棟の当センターが指定する箇所に設置する

こと。設置台数及び作業対象範囲は、別途協議のうえ決定するものとし、作業に

当たっては利用部門への影響を最小限にとどめるよう配慮すること。 

（12） 配線作業及び機器設置作業は、作業対象エリアの運用状況を踏まえ、当センタ

ーと協議のうえ、平日日中、平日夜間又は休日日中に実施すること。また、作業

体制、作業日数及び作業時間帯については、事前に当センターの承認を得たうえ

で実施すること。 

（13） 本作業に加え、別途調達中のモバイル機器導入に伴い、必要となるSSIDの新規

追加設定を行うこと。対象機器及び設定内容は、当センターと協議のうえ決定す

ること。なお、本設定作業の実施時期については、当センター及びNTTドコモビ
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ジネス株式会社との調整を実施したうえで作業を行うこと。 

（14） 無線アクセスポイントの追加に伴い、新規導入する認証サーバ及び既設認証サ

ーバに必要な無線認証設定を追加すること。なお、新規導入する認証サーバの認

証対象は、無線接続に限定すること。 

（15） 無線アクセスポイントの設置後、事後サーベイを実施すること。 

（16） 新規導入する認証サーバで発行した端末用証明書を電子カルテベンダーへ提供

し、以後の端末接続確認を支援すること。 

（17） 本作業に加え、HIS系及び情報系サーバのNTP設定を、それぞれのコアスイッ

チへ変更すること。対象サーバについては受注後に当センターと協議すること。 

（18） HIS系及び情報系サーバに対して、当センターから提供されたインストーラを

用いて、ウイルス対策ソフトウェアをインストールすること。対象サーバについ

ては受注後に当センターと協議すること。 

（19） その他構築、設置に当たって作業内容の変更等が必要な場合は、速やかに当セ

ンター担当者と協議すること。 

 

９．提出物（ドキュメント等） 

受注者は下記のドキュメント及び電子データを作成し、構築（設計・施工等）設置完

了後提出すること。 

（１） 設計図書（構成図、基本設計書、詳細設計書、導入計画書、試験報告書等） 

（２） 各機器のハードウェアの一覧表（機種名、シリアルナンバー、バージョン情報

等） 

（３） 各ソフトウェア情報の一覧表（ソフト名、シリアルナンバー、バージョン情報

等） 

（４） 障害時に対応するための操作手順書 

（５） ネットワークの構成図を、論理構成図と物理構成図の2種類に分け提出するこ

と。 

・論理構成図：VLAN情報、IPアドレス、サブネット等のネットワークの論理的

構成にかかわる情報 

・物理構成図：ネットワーク機器及びケーブル結線が判る物理的な接続情報 

（６） 配線図 

（７） 無線AP配置図 

（８） サーベイ結果報告書 

 

10．その他 

（１） 既設ネットワーク機器間の配線（光、UTP）は現行流用とするが、今回の調達

に伴い、追加が必要となった配線及び工事は本調達に含めること。 
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（２） 今回の調達に伴い、既設ネットワーク機器の増強が必要となった場合は本調達

に含めること。 

（３） 仕様書にない内容については当センターと受注者にて協議を行い、決定するこ

ととする。 


